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本書は，エンジニアが科学的な被験者実験を計画

するのを助け，倫理審査で問題となる研究倫理の原

理と規則とを理解する助けとなることを目的として

まとめた入門書です． 

障害者や高齢者の自立と参加のための支援機器を

主要な題材としましたが，人を対象とする工学研究

全般に役立つように配慮しました． 

2014 年末に公表された「人を対象とする医学系研

究に関する倫理指針」にも配慮しています． 

 

 

 

・生物医学研究の方法論，研究デザイン，サンプルサイズなど，科学的な研究計画に 

よってエビデンスをつくるための基礎知識が得られる． 

・基本的人権や研究倫理の原則をはじめ，多岐にわたる分野の倫理面で関連した原理と

規則を解説することによって，研究計画のための最低限の知識が得られる． 

・ベルモント・レポートの３つの原則をはじめとするさまざまな倫理規則のポイントを

解説 

・付録に倫理審査申請書例，研究計画書例付き 
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